
気候変動に対応する
「多自然川づくり・流域づくり」のコンセプト

（試案）の検討について
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１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに

本日お話しする内容について
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「流域治水」への転換として、河道において持続可能な河道の流下能力の維持向上
に向けて河道掘削、樹木伐採をはじめとした対策が実施されるとともに、流域にお
いて洪水のインパクトに対応するため、貯水池や霞堤の整備・保全による貯留浸透
機能の確保、樹林帯や二線堤の保全・整備などの取り組みが始まっている。

１．はじめに
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遊水地における連続性・環境機能の確保

樹林帯のハビタット機能の向上

凡例

霞堤における連続性・環境機能の確保

湿地・ワンド再生

レキ河原再生本川・支川の
連続性の回復

干潟・ヨシ原再生

本川・支川におけ
る多自然川づくり

浚渫等による水質の改善

流域全体を見た生態系ネットワークの確保

かわまちづくりの実施

「流域治水」を進めるにあたり「自然環境が有する多様な機能を活用し、持
続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進めていくグリーンインフラの概
念を取り入れつつ」実施すべきとされている。

１．はじめに
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「流域治水」に関連する「グリーンインフラ」的取り組みの例
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１．はじめに

本稿における問題意識

１）さらに厳しさを増すと考えられる気候変動に対応した「多自然川づくり」
特に大河川（直轄河川）において、以下がこれまで以上に必要となる
・抜本的に河道を変えるような河道掘削・樹木伐採等の河川整備

が実施される際に、河川全体の特徴を把握しながら実施する必要がある。
・川づくりに活用するツールの体系化
・川の営みを活かし治水と環境を一体化した取組みとして実施すること

２）「流域治水」への転換に対応し、河道内に加え流域全体を視野に入れ、
安全・安心の確保を行う場合に、
日々の豊かで潤いのある暮らしや
日本特有の多様な生態系の良さを治水と一体にすることを目指した技術
とすることが必要である。

地理的環境と自然環境の観点から日本の河川・流域及び水辺の生態系の特
徴を俯瞰し、大河川（直轄河川）を念頭に、今後さらに厳しくなると考え
られる気候変動に対応した「多自然川づくり・流域づくり」の方向性とし
てコンセプト（試案）を検討した。 9

１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに
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２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）

〇日本は世界の0.29％程度の限られた国土面積
〇南北に細長く脊梁山脈を持つ構造のため、亜熱帯から亜寒帯まで気候帯が

変化に富んでいる。
〇地質年代からの国土形成過程から複雑な地質構造を有しており、その結果、

河道や流域について各地で多様な形状・流出特性となっている。

〇世界でも多雨地帯であるモンスーンアジアの東端に位置する日本は、
年平均約1700mmの降水量があり、これは世界平均（880mm）の約2倍に相当。

〇限られた国土に109本の1級水系と2,173本の2級水系が流れている。
〇延長367kmの信濃川、流域面積約16,840km2の利根川クラスが最大規模

世界の代表的な河川が延長数1,000km級、流域面積数百万km2級であることを
鑑みると国際的には小規模といえる。

国土交通省資料より 11

２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）

〇急勾配で距離が短いため大雨が降れば一気に流下し、洪水や土砂災害が
起こりやすい。

〇多くの都市が河川の水位より低い河口の平野部に位置している。
〇洪水により大きな被害につながるリスクが高い流域構造である。

川と風土に関する懇談会編著（1995）『川と風土 望ましい河川像を求めて』
建設省河川局河川環境課監修, 財団法人リバーフロント整備センター

12
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１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに

３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
①日本列島が中国大陸と地理的に接続・分離を繰返してきた歴史的な経緯がある。
②地理的に中国南部や東南アジア（世界的にも高い生物多様性を持つ地域）
と近い位置関係にある。

③多くの生物が接続された陸地を渡り、海で隔てられた後も季節風や海流に
乗って日本に渡ってきて、定着・分化して、豊かな生物相となった。

国土地理院資料より
14
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３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）

大陸の国際河川が流れる国々と異なり、
日本は四方を海で囲まれた島国であるため、
全ての河川が源流から河口までを国内に有
する。
このため、比較的短い延長の中に上流部・
中流部・下流部の環境を凝縮して有し、
様々な環境に適応した多様な生物が生息し
ていることが特徴である。

←流程に沿った川の魚の分布例

上流部・中流部・下流部に
それぞれ特色のある魚たちが分布。

財団法人リバーフロント整備センター編著（1992）「まちと水辺に豊かな自然をⅡ」 15

３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
「流域治水」との関連で、河道内と流域における生態系の特徴について考察する。
世界の平野地形は大陸の広大な侵食性の平野が多い。
一方で、日本の平野はほとんど堆積性の沖積平野である。
沖積平野には、谷底平野、扇状地、自然堤防帯、三角州が含まれる。

「河川景観の形成と保全の考え方」検討委員会編(2008）「河川景観デザイン」 16
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３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）

国土交通省資料より

近代以降、農地開発と治水を目的とし、河川沿いに連続堤が整備され、河川の流れ
は堤外地に制限され、通常、洪水流は堤外地のみを流れることになった。
本来の氾濫原である堤内地は、めったに洪水を受けなくなるとともに、農地や都市

へ置き換えられた。

17

３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）

日本では、農地について過去に氾濫原だった地域を中心に現在も水田稲作が続いて
いることが多く、縦横に水路で結ばれ季節変化に富む水辺が広がる地域が多い。流
域内にも氾濫原性の生物が水田稲作文化に適応して広く分布していることも大きな
特徴と考えられる。

写真 多様な植物が共存する水田環境
（オモダカの仲間が白い花を咲かせている） 18
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198-

○・日本の水辺は欧州（スイス・ドイツ）より豊かな水辺生態系を持っている。これは日本が南北に長
い国土や複雑な地形を持っており、多くの環境要素に多様な生物が棲んでいることによる。
・特に河道内氾濫原や流域（水田等）に残る、氾濫原性の生物に目を向けていくことが必要。

【参考】 欧州（スイス・ドイツ）と日本の水辺生態系の比較について

19

〇日本の水辺生態系の特徴
・南北に長く脊梁山脈で分けられた急峻な地形を持つ。
・世界的にも高い多様性を持つ地域（中国南部、東南アジア）
と地理的に近く、歴史的に接続・分離を繰り返し、
多くの生物が定着し、一部は日本で特有の分化を遂げた。

・急峻で複雑な地形を河川が流れ、歴史的に氾濫源だった流域に、
水田稲作文化で多くの水域（河川、用水路、水田、ため池等）
が複雑な水路網で結ばれた水系を形成している。
魚類・昆虫類・水草など氾濫原性の生物が広く分布している。

〇欧州（ドイツ・スイス）の水辺生態系の特徴
・ドイツ・スイスは緯度が高く（北緯45～55度）（日本30～45度）

多様性のベースが低い傾向
・特にアルプス以北の地域では、氷河期の影響を受けて
いて、生物多様性が低い傾向。

・畑作が主であり、
流域内の水路網等がシンプルな傾向がある。

トゥール川（ライン川水系）の「再自然化区間」と沿川の畑地
（スイス）

千曲川の河畔（一般的な区間）と沿川の水田

３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）

３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）

一方、近代の土地改良事業等により、農地・水田の生物生息場としての機能は低下
しており、堤外地の「河道内氾濫原」の重要性が相対的に増している。
ここで「河道内氾濫原」とは、原生的な氾濫原とは異なるものの洪水攪乱によって

特徴づけられる「氾濫原的な環境」を指す概念であり、基本的には堤外地のうち低
水路を除くエリアとされている。

氾濫原地形（自然堤防帯）
出典：国土地理院HP

河道内氾濫原の概念
出典：応用生態工学会編(2019）

「河道内氾濫原の保全と再生」
20

10

第29回リバーフロント研究所研究発表会



１．はじめに
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３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに

「多自然川づくり」に関するコンセプト
①大河川（直轄河川）の整備に際し、
全川的な特性（上流・中流・下流の河道・環境特性）を
踏まえて実施する

②河道掘削・樹木伐採を、河道環境のリフレッシュに活用

「多自然川づくり・流域づくり」に関するコンセプト
③流域対策の際に「氾濫原性の生態系」の保全・再生
の取り組みを実施する

④流域との生態系ネットワークの確保により、
大規模出水のインパクトを河川生態系のリフレッシュ
に活用する（仮説）

４．「多自然川づくり・流域づくり」について

本稿では、主に治水と生態系の調和の観点から、今後さらに激
甚化すると考えられる気候変動に対応する「多自然川づくり・
流域づくり」のコンセプトを「試案」として検討した。

22
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１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに

「多自然川づくり」への問題意識
１．災害の頻発を受け全国各地で

大規模に川に手を加える状況が増加

２．各地整の取り組みから
（「全国多自然川づくり会議」の傾向）
・中小河川 中小技術基準、美山河に沿った取り組みが多い

（既に一定の技術的な軸がある。）
・直轄河川 局所的な事例が多い

（河道掘削、ワンド、樹木管理、礫河原・・・）

３．直轄河川で、今後目指すべき川づくりについて
・「川の営み」を活かし堆積しづらく外来種が繁茂しにくい
「治水と環境が一体化した川づくり」を
行う河道検討（河道設計）の手法が必要

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた
「多自然川づくり」のコンセプト

24
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５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた
「多自然川づくり」のコンセプト

「多自然川づくり」のコンセプト（案）
①大河川（直轄河川）の整備に際し、

全川的な特性（上流・中流・下流の河道・環境特性）を
踏まえて実施する

〇日本の川は、国際的に見て比較的短い延長の中で、急な勾
配を駆け下り目まぐるしく河道・環境特性が変化する

〇昨今の状況（最近の大災害と気候変動）から
これまで部分改修などのため主に「河川環境情報図」
を用いてきたが、
昨今の大改修や今後の気候変動を踏まえると、
「河川環境管理シート」も加えて活用し
「全川的」コンセプトで進めていくことが重要である。

25

26

・河川全体を俯瞰して、「治水と環境が一体となった川づくり」が求められている。
・河岸・水際・川幅・みお筋などを「河道計画検討の手引き」等で検討するにあたり、

環境の全体像を把握するためのツールとして以下の２つを組み合わせて使うと良い。

①全川的な治水・環境の特徴の把握
「河川環境管理シート」の活用

②重要なエリアを絞り込み
詳しく環境把握
「河川環境情報図」の活用

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた多自然川づくり」のコンセプト

「河川環境管理シート」と「河川環境情報図」の活用

26
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５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた多自然川づくり」のコンセプト

27

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた多自然川づくり」のコンセプト

「河川環境管理シート」で評価する河川環境について

28
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５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた多自然川づくり」のコンセプト

「河川環境管理シート」による評価と改善の考え方

29

全体図

横断工作物

地形：感潮区間
河道：セグメント3
土地利用：市街地

地形：自然堤防帯
河道：セグメント2
土地利用：住宅地・農地

地形：扇状地
河道：セグメント1
土地利用：農地

感潮区間

地形：山間地
河道：セグメントM
土地利用：山地

アユ産卵床

サギのコロニー

大規模な河畔林

大規模なヨシ原

河川水辺の国勢調査　調査地点

アユ産卵床

コアジサシ（営巣）

・高水敷利用が高度化
・低水路が整正
・砂州がない

・交互砂州河道
・Bb型の河川形態であり、瀬・淵が交互
　に現れ、水衝部にM型の淵がある。
・ヨシ原、砂州、河畔林がある。

サギのコロニー

取水堰（魚道あり）

唯一大きなワンド

利用地の中に
残ったヨシ原

ハリエンジュが
侵入

砂州・河畔林の
減少（直線的な
水際線の形成）

広域図

淵

ワンド

淵カワセミ（営巣）

アユ産卵床

タヌキ

カモ類
ギンブナ
ナマズ
アマガエル
ツチガエル
タコノアシ
ミクリ

アユ
ウグイ
オイカワ
カワヨシノボリ

オオヨシキリ

オオヨシキリ

コアジサシ（営巣）

ヒバリ

イタチ

コイ
ニゴイ
ギンブナ
ウグイ

河畔林

オギ群落

崖

湿性植物群落

河畔林

外来種草本

外来種草本

平瀬

早瀬

河原草本

河原草本

砂礫地

砂礫地

早瀬

平瀬

オギ群落

ヤナギ高木林

外来木本

水田

コイ釣り場

アユ漁

”○○の淵”として好まれている

”◇◇の淵”として好まれている地元より堤防強化が望まれている

区間図

・河床形態や植生の状況、生物の確認状況、生息・生育環境、
河川環境の特徴等を図面上に整理したもの。

・河川整備・管理を行う際に必要となる河川環境に関する情報を
図面上で一覧性をもって把握しやすくするもの。

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた多自然川づくり」のコンセプト

「河川環境情報図」について

30
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31

河道計画検討のおおまかな流れ
①全川的な治水・環境の特徴の把握

←「河川環境管理シート」の活用
②重要なエリアを絞り込み詳しく環境把握

←「河川環境情報図」の活用
③維持管理しやすく堆積しづらい河道の検討・設計・施工

（大規模に実施される河道掘削・樹木伐採などへの対応）
←「河道計画検討の手引き」の活用

「大河川ＱＡ」の活用、河川ＣＩＭの活用
④上記の結果として生じる物理場の評価・予測

← 河床変動計算等で把握・評価
⑤物理場の生物ハビタットとしての評価・予測

←「Eva trip」等の新技術（解析・評価）の活用
「生態系ネットワーク」としての評価

⑥ ①～⑤を繰り返し、よりよい川づくりを検討することが大事！

・大規模な水災害の頻発を受け、直轄河川において緊急治水対策プロジェクト、流域治水
プロジェクトなど、これまで以上に大規模に河川を変える全川的な河道掘削、樹木伐採
などが実施される状況。

・河川全体を俯瞰して、川の骨格づくりから含め、「治水と環境が一体となった川づくり」
が求められている。

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた
「多自然川づくり」のコンセプト

31

１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに
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６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

〇「緊急治水対策プロジェクト」「流域治水プロジェクト」の
主要なメニューとして、各地で大規模な
「河道掘削」「樹木伐採」が実施されている。

「多自然川づくり」のコンセプト（案）
②河道掘削・樹木伐採を、
河道環境のリフレッシュに活用する

問題意識
〇全国で取り組まれている「河道掘削」と「樹木伐採」につい
て、治水と環境を調和させて実施していくためには、
どのような考え方で臨んだら良いのか？

33

６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

出典：岐阜大学 原田守啓准教授
「治水と環境を両立する河道掘削・伐採の考え方について」
【多自然川づくり人材育成プログラム（河川管理者・コンサル
タント向け）中級編 動画 土木研究所自然共生センター】より

34
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６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

出典：岐阜大学 原田守啓准教授
「治水と環境を両立する河道掘削・伐採の考え方について」
【多自然川づくり人材育成プログラム（河川管理者・コンサル
タント向け）中級編 動画 土木研究所自然共生センター】に赤文字追記

河川における「動的平衡」「シフティング・モザイク」を理想

35

６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

出典：岐阜大学 原田守啓准教授
「治水と環境を両立する河道掘削・伐採の考え方について」
【多自然川づくり人材育成プログラム（河川管理者・コンサル
タント向け）中級編 動画 土木研究所自然共生センター】より

36
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６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

出典：岐阜大学 原田守啓准教授
「治水と環境を両立する河道掘削・伐採の考え方について」
【多自然川づくり人材育成プログラム（河川管理者・コンサル
タント向け）中級編 動画 土木研究所自然共生センター】に赤枠追記

37

６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

出典：河川生態学術研究会 「木曽川三川流域における生物群集を対象とした河川生態系の管理手法に関する研究」
（木曽川（2017～2020年度） 代表：森 誠一（岐阜協立大学教授））より一部抜粋

河川生態学術研究会（木曽川研究グループ：代表 森誠一先生）の研究より
〇木曽川の「イタセンパラ」は河道内氾濫原のワンド域に生息している。
〇人為的に渇水位～平水位高で高水敷掘削された地区では、

その後の出水による微地形変化に伴い新しく形成されたワンドで
「イタセンパラ」が産卵に使用する二枚貝の定着率が高い。

〇ワンドの環境が遷移(植生、落ち葉の堆積等）することにより、
ワンド形成から10年以上経過すると、
ワンド面積も二枚貝量も減少傾向となり、
環境が経年劣化する。

〇高水敷掘削を一定期間ごとに繰り返し、
新たな生息環境を一定量確保する

「循環的氾濫原再生」を起こす
河川整備が有効な対策

38
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【参考】氾濫原の水位変動に適応した「イタセンパラ」の生活のイメージ

秋
水位が下がる時期に
親は二枚貝（イシガイ等）
のエラに産卵する

水位

水位

水位

冬
水位の低い時期を、仔魚は貝のエラの中で過ごす。
水が干上がっても大丈夫。
（外敵がいなくなるので

むしろ好都合）

春
水位が上がってくると、他の魚が産卵を始める時期に
いちはやく貝の中から泳ぎだし、外敵と競争相手が少な
い時期にどんどん成長する。（体長 約8mm) 夏

水位が上がると、深い
ところに移り大きく成長
する。（体長 約10cm)
秋までに成熟し
繁殖期を迎える。

♀

♂

水位

６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について
治水と環境の調和に向けたコンセプト

39

６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

出典：河川生態学術研究会 「木曽川三川流域における生物群集を対象とした河川生態系の管理手法に関する研究」
（木曽川（2017～2020年度） 代表：森 誠一（岐阜協立大学教授））より一部抜粋

河川生態学術研究会（木曽川研究グループ：代表 森誠一先生）の研究より
〇木曽川の「イタセンパラ」は河道内氾濫原のワンド域に生息している。
〇人為的に渇水位～平水位高で高水敷掘削された地区では、

その後の出水による微地形変化に伴い新しく形成されたワンドで
「イタセンパラ」が産卵に使用する二枚貝の定着率が高い。

〇ワンドの環境が遷移(植生、落ち葉の堆積等）することにより、
ワンド形成から10年以上経過すると、
ワンド面積も二枚貝量も減少傾向となり、
環境が経年劣化する。

〇高水敷掘削を一定期間ごとに繰り返し、
新たな生息環境を一定量確保する

「循環的氾濫原再生」を起こす
河川整備が有効な対策

40
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６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」に
ついて治水と環境の調和に向けたコンセプト

例えば水際植生については、
かつて自然堤防帯の河道内氾濫原に
多く生育したミズアオイや
オオアブノメ、カワヂシャなどの
水草の減少は、
攪乱環境の減少が主な要因とされており、
これらの絶滅危惧種の保全には
攪乱を含む維持管理が求められる
とされている（角野2014）。

ミズアオイ
準絶滅危惧種（環境省レッドリスト）

写真：photo AC より

コンセプト（案）
②河道掘削・樹木伐採を、
河道環境のリフレッシュに活用する

41

１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに
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７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした
生態系ネットワークを構築する
「流域づくり」のコンセプト

問題意識
〇「多自然川づくり」が主に河道内を対象とした取組み
だったのに対し、気候変動への対応として「流域治水」へ
の転換を図ることから、「流域づくり」についても
コンセプトを整理する必要がある。

〇「流域治水」の対策として貯留・浸透能力の拡大等の
流域対策に取り組む際、日本の水辺環境の一つの特徴
である「氾濫原性の生態系」に着目すると良いのでは

「多自然川づくり・流域づくり」のコンセプト（案）
③流域対策の際に
「氾濫原性の生態系」の保全・再生の取組みを実施する

43

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワークを構築
する「流域づくり」のコンセプト

川と流域をつなぐ生態系ネットワークの構築として、貯留・浸透対策の際に
良好な水域・湿地的環境を確保することが大事であり、
河道内でも支川の流入部、細流部などに着目することが大事である。
また、河道外の氾濫原的環境との連続性確保として、
樋門・樋管、用水路、小溝、水田、ため池、霞堤などにおける連続性の確保、
ハビタットの確保が大事である。

44
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氾濫原環境である「ワンド」や「たまり」を利用する生物の多くは
淡水魚類をはじめ、近年全国的に激減していることから、
流域や河道内での氾濫原環境の確保は、非常に重要性が高い。

45

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワークを構築
する「流域づくり」のコンセプト

注）イチモンジタナゴ、サンヨウコガタスジシマドジョウなど、ワンド・たまりを利用していると
考えられる27魚類を対象として整理されたもの。

注）中・下流域に生息する魚種の減少要因は必ずしもワンドやたまりの消失、劣化だけではない。
氾濫原の代替生息場となっていた水田・水路環境の悪化や乱獲、外来生物の増加、河川の縦断
方向への移動阻害なども挙げられている。

出典：応用生態工学会編(2019）

「河道内氾濫原の保全と再生」

繁殖期に降雨などで増水してできる浅い湿地や水田に移動して産卵する魚類では、
良好な湿地的環境の確保や水域の連続性の確保が非常に大事

コイ、フナ、ドジョウ、ナマズ
などの氾濫原性の魚類は、
増水時の一時的水域や
水田に移動して産卵活動を行う。
（浅い水域のため大きな外敵が
おらず、稚魚の餌となる
プランクトン類が多く存在）

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワークを構築
する「流域づくり」のコンセプト

湿地的環境の水際域は、川魚の稚魚たちのゆりかご的環境
大きな外敵が侵入できないため、遊泳力に乏しい小魚（稚
魚などを含む）が、生息場所兼 隠れ場所として利用する。

「河川特性の生育特性に関する研究会」(2003）「河川植生の基礎知識」（財)リバーフロント整備センター
46
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ギンヤンマやミズカマキリ、タイコウチなどの
止水環境を好む肉食性の水生昆虫が、氾濫原的な浅
い水辺・湿地環境を採餌場所として利用する。

水生昆虫の場合は、翅で空を飛んで移動できる種が多いため、水域が連続していな
い水辺・湿地的環境の確保も有効であり、行動半径内に良好なハビタットとなる環
境の複数の水域があることがプラスに働く。
雨水貯留・浸透に資するため池、トンボ池などの水域・湿地等も有効。

※昆虫類は翅があるので
飛び地ネットワークも有効

「河川特性の生育特性に関する研究会」(2003）
「河川植生の基礎知識」（財)リバーフロント整備センター

国土交通省河川環境課（2021)
河川事業における生態系保全に関する評価の手引き(案)

47

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワークを構築
する「流域づくり」のコンセプト

１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに
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「多自然川づくり・流域づくり」のコンセプト（案）
④流域との生態系ネットワークの確保により、
大規模出水のインパクトを河川生態系のリフレッシュ
に活用する（仮説）

問題意識
〇堤防満杯程度の大規模出水が発生した場合（魚類）を想定
〇在来種は支川・用水路等のネットワークを活用し
インパクトの大きな河道から退避し
出水後に河道内で生息状況を速やかに回復する

〇コクチバスのような外来種は河道内で耐えようとして流され
数を減らし、結果として、河川生態系がリフレッシュする
（外来種が減る）ことが有り得るのではないか

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを
生態系の改善にも活かすコンセプト（仮説）

49

河川整備による堤防等の整備進捗は本来有するセグメントに応じた蛇行等の営みの抑
制につながり、堤防満杯程度の大規模出水時に河道内に強い外力を加えることになり、
生物生息環境に強いダメージを与える可能性が指摘されている。
この観点で生態系ネットワークの確保は、洪水インパクトからの避難地確保（支川・

用水路・水田等への避難）として生態系へのダメージの減少に資することが期待され
ている。

出水時の魚類の避難のイメージ

財団法人リバーフロント整備センター編著（1992）「まちと水辺に豊かな自然をⅡ」
50

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを
生態系の改善にも活かすコンセプト（仮説）
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８．「流域治水」の際に出水のインパクトを
生態系の改善にも活かすコンセプト（仮説）

出典：河川生態学術研究会
「気候変動下における河川生態系のレジリエンス－ 河川構造、生物多様性、生態系機能に着目して －」

（石狩川・十勝川（2018～2022年度予定） 代表：中村太士（北海道大学大学院教授））より

河川生態学術研究会（石狩川・十勝川研究グループ：代表 中村太士先生）の研究より
〇2016年の北海道・東北豪雨による十勝川水系の洪水前後の状況調査において

・砂礫性の陸域昆虫類は撹乱後減少したが1年後にはすでに回復しつつある
・水生昆虫や魚類は洪水直後でも大きく個体数を下げておらず

洪水撹乱への頑強性が高いこと
などが示唆された。

51

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善にも
活かすコンセプト（仮説）

河川生態学術研究会（千曲川グループ：代表 平林公男先生）の研究より
〇千曲川を対象として、令和元年東日本台風の大規模出水前後の調査により、

千曲川中流の在来魚ならびに外来魚コクチバスの分布、個体数、現存量の動態について
在来魚については大きな変化は見られなかったが、コクチバスが激減したこと
が明らかにされた。

出典：河川生態学術研究会
「河川中流域における生物生産性の機構解明と河川管理への応用」
（千曲川（2016～2020年度） 代表：平林公男（信州大学大学院教授））より

〇左記の調査の後、
令和元年東日本台風後に行われた調査では
2019年、2020年ともに、
コクチバスの激減が確認された。

〇まだ定まった解釈はなされていないが、
一つの仮説として、大規模出水時に
在来種は、流域内の支流・用水路・水田
などのネットワークを退避場所として活用し
洪水後に速やかに個体数を回復するが、
外来種（コクチバス）は
洪水を本川内で耐えようとして流されて
個体数が減った可能性がある。

52

26

第29回リバーフロント研究所研究発表会



８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善にも
活かすコンセプト（仮説）

生態系ネットワークを確保しておくことで、大規模出水が発生した場合、在来種はインパク
トの大きな河道から退避し出水後に速やかに回復するが、外来種は河道内で耐えようとして
流され数を減らし、結果的に河川生態系がリフレッシュする（外来種が減る）ことが有り得
るのではないか。（仮説） ※今後各地での調査・研究が望まれる

オイカワ
（在来種）

コクチバス
（外来種）

平時はコクチバスの方が
繁殖力が強い

コクチバス（外来種）は
出水のインパクトに
河道内で耐えようとして
流されてしまう？
（対抗措置を有しない？）

オイカワなどの在来種は
出水のインパクトから
支川や用水路を伝って避難し
大きな影響を受けない？
（対抗措置を有する？）

大規模な出水
（インパクト）

強い流れの本川から支川へ避難中
生態系ネットワークが有効に機能？

写真：photo AC より 53

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善にも
活かすコンセプト（仮説）

この仮説をイメージしやすくするアナロジー（類推）的説明として、
日本の野外生態系におけるニホンミツバチ（在来種）とセイヨウミツバチ（外来種）、
オオスズメバチの関係を例に挙げる。

ニホンミツバチ
（在来種）

セイヨウミツバチ
（外来種）

平時はセイヨウミツバチの方が
体が大きく強い

オオスズメバチ
（インパクト）

セイヨウミツバチは
オオスズメバチに
個別に立ち向かい
全滅させられてしまう
（対抗措置を有しない）

ニホンミツバチは
オオスズメバチに
集団で立ち向かい（蜂球）
大きな被害を受けない
（対抗措置を有する）

蜂球で対抗中（オオスズメバチをニホンミツバチが
集団で取り囲んでいる）

写真：photo AC より 54

27

第29回リバーフロント研究所研究発表会



８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善にも
活かすコンセプト（仮説）

生態系ネットワークを確保しておくことで、大規模出水が発生した場合、在来種はインパク
トの大きな河道から退避し出水後に速やかに回復するが、外来種は河道内で耐えようとして
流され数を減らし、結果的に河川生態系がリフレッシュする（外来種が減る）ことが有り得
るのではないか。（仮説） ※今後各地での調査・研究が望まれる

オイカワ
（在来種）

コクチバス
（外来種）

平時はコクチバスの方が
繁殖力が強い

コクチバス（外来種）は
出水のインパクトに
河道内で耐えようとして
流されてしまう？
（対抗措置を有しない？）

オイカワなどの在来種は
出水のインパクトから
支川や用水路を伝って避難し
大きな影響を受けない？
（対抗措置を有する？）

大規模な出水
（インパクト）

強い流れの本川から支川へ避難中
生態系ネットワークが有効に機能？

写真：photo AC より 55

１．はじめに
２．日本の川・流域の特徴について(地理的環境）
３．水辺の生態系の特徴について（自然環境）
４．「多自然川づくり・流域づくり」について

５．日本の河川・生態系の特徴を踏まえた「多自然川づくり」のコンセプト
６．河道管理での「河道掘削」「樹木伐採」について

治水と環境の調和に向けたコンセプト

７．「流域治水」の氾濫原性の生態系を活かした生態系ネットワーク
を構築する「流域づくり」のコンセプト

８．「流域治水」の際に出水のインパクトを生態系の改善
にも活かすコンセプト（仮説）

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて
１０．おわりに
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578-

〇スイス・ドイツの河川は１９世紀の中頃には舟運・治水のための一次改修がなされ、ショートカット
＋洪水対策（護岸等）が行われた。

〇近年の大規模洪水を受け、流量を増し、生態系を豊かにする再改修が進んでいる。
河川沿いの空間は川の営みを活かす空間として使われている例が多い。
(グラウンド等の利用は少ない）

〇本川（国際河川）
本川周りに、旧川等を活かした湿地・遊水地等を配置

〇支川（日本の大河川クラス）
様々な土地を生かして、河道拡幅・再自然化
川の営みを活かした水際環境、湿地的環境の形成等を実施

ライン川
（ドイツ ノルトライン＝
ヴェストファーレン州）

・河跡湖遊水地化事業

フルダ川(ヴェーザー川水系）
（ドイツ ヘッセン州）

砂利採取跡地利用

ルール川（ライン川水系）
（ドイツ ノルトライン＝ヴェストファーレン州）

中学校敷地内を活用

ムルク川（トゥール川・ライン川水系）
（スイス トゥールガウ州）

軍宿舎 敷地跡地を活用

※鳥観図は グーグルアースより
※地図は グーグルマップより

９．スイス・ドイツにおける川づくりについて

ドイツ連邦環境庁（2020）「私たちの河川と小川を再自然
化する-発展させる-近自然にメンテナンスする」

スイス連邦環境庁発行(2017)
事例集「水域の質的向上～人と自然のために」

57

１０．おわりに

〇本稿では、主に治水と生態系の調和の観点から、今後さらに激甚化すると考えられ
る気候変動に対応する「多自然川づくり・流域づくり」のコンセプトを「試案」と
して検討した。

〇このコンセプト（試案）の検討は緒に就いたばかりであり、今回お示しした「試
案」では、まだ不足している観点や、まだ仮説の部分があるなど、今後議論すべき
内容は多いものと考えている。

〇河道特性や流域も含めた生態系の特徴を踏まえ、治水と環境を融合した取組みを進
めるにあたり、これらのコンセプトが日本らしい豊かな川づくり・流域づくりに向
けた議論の一助となれるよう、今後、読者・識者の皆様方からのご意見を頂きなが
ら、より良いコンセプトへ向上させていきたいと考えている。

〇また、この考え方は自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国
土・都市・地域づくりを進めていく「グリーンインフラ」の河川・流域での取組み
にも適用可能と考えており、研究者の皆様や関係機関と連携し、今後も海外事例な
ども含め、情報収集・解析・研究を進め、社会実装に向けた検討を進めていく所存
である。

58
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ご清聴頂き ありがとうございました。
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